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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
私
の
一
番
大
好
き
な
人

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
９
２
８
Ａ

【
作
者
名
】

　
ユ
ー
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
志
保
は
、
新
一
が
な
か
な
か
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
て
く
れ
な
い
事
を
悩
ん
で
い
た
。

そ
し
て
あ
る
日
の
夜
、
２
人
の
関
係
を
進
展
さ
せ
る
事
件
が
・
・
・
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私
の
名
前
は
宮
野
志
保
。
現
在
、
帝
丹
大
学
の
大
学
院
生
。

私
は
今
、
つ
き
合
っ
て
い
る
人
が
い
る
。

工
藤
新
一
君
っ
て
い
う
、
無
鉄
砲
な
男
の
子
。

彼
は
私
の
命
の
恩
人
で
、
私
も
彼
の
命
の
恩
人
。

そ
ん
な
縁
で
、
私
達
は
つ
い
に
彼
氏
彼
女
の
関
係
に
な
っ
た
。

で
も
、
私
は
今
、
困
っ
て
い
る
。

新
一
君
が
、
な
か
な
か
私
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
て
く
れ
な
い
の
だ
。

新
一
君
は
刑
事
の
仕
事
と
学
業
の
両
立
で
、
な
か
な
か
家
に
帰
っ
て
来
な
い
し
、

私
は
私
で
講
義
が
山
ほ
ど
詰
ま
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
２
人
き
り
に
な
る
チ
ャ

ン
ス
が
な
い
。

私
は
、
早
く
新
一
君
と
結
婚
し
た
い
と
つ
ね
づ
ね
思
っ
て
い
た
。

志
保

「
ふ
あ
ぁ
・
・
・
後
の
講
義
は
何
が
入
っ
て
い
た
か
し
ら
・
・
・
」
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そ
ん
な
事
を
言
い
な
が
ら
、
私
は
ロ
ビ
ー
の
掲
示
板
に
目
を
通
す
。

志
保

「
あ
ら
？
今
日
、
薬
学
概
説
、
休
講
だ
わ
・
・
・
」

私
は
、
少
し
マ
シ
に
な
っ
た
と
思
い
、
新
一
君
に
メ
ー
ル
を
打
っ
た
。

『
新
一
君
、
今
日
は
薬
学
概
説
が
休
講
だ
っ
た
か
ら
、
今
か
ら
家
に
帰
る
ね
。

　
志
保
』

私
は
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
、
パ
チ
ン
と
携
帯
を
閉
じ
た
。

志
保

「
さ
、
帰
ろ
！
」

私
が
工
藤
邸
に
着
い
た
時
、
新
一
君
か
ら
メ
ー
ル
が
来
た
。

『
志
保
、
今
日
は
オ
マ
エ
に
渡
し
た
い
物
が
あ
っ
て
そ
れ
を
買
い
に
行
く
か
ら
、

先
に
寝
と
い
て
く
れ
。
　
新
一
』

志
保

「
は
～
い
！
ル
ン
ル
ン
♪
」
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私
は
、
少
し
上
機
嫌
に
な
っ
た
。

風
呂
に
も
入
り
終
え
、
眠
く
な
っ
た
私
は
、
２
階
に
上
が
っ
て
い
っ
た
。

志
保

「
ふ
あ
ぁ
・
・
・
眠
い
わ
・
・
・
」

私
は
、
そ
の
ま
ま
ベ
ッ
ド
に
突
っ
伏
し
、
眠
り
に
落
ち
た
。

そ
れ
か
ら
数
時
間
後
、
工
藤
邸
に
怪
し
い
人
影
が
現
れ
た
。

空
き
巣
で
あ
る
。

男
は
工
藤
邸
に
近
づ
く
と
、
呼
び
鈴
を
鳴
ら
し
た
。
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ピ
ン
ポ
ー
ン
、
ピ
ン
ポ
ー
ン
。

し
か
し
、
志
保
は
未
だ
に
起
き
な
い
。

男
は
ニ
ヤ
リ
と
し
、
覆
面
を
か
ぶ
っ
て
、
工
藤
邸
に
忍
び
込
ん
だ
。

男
は
、
懐
中
電
灯
で
辺
り
を
照
ら
し
な
が
ら
進
ん
で
い
た
。

や
が
て
、
２
階
か
ら
志
保
の
眠
り
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

男
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
ま
た
ニ
ヤ
リ
と
し
、
２
階
へ
と
上
が
っ
て
い
っ
た
。

男
が
新
一
と
志
保
の
寝
室
に
入
る
と
、
志
保
は
ま
だ
ス
ヤ
ス
ヤ
と
寝
て
い
た
。

男
は
ニ
ヤ
リ
と
し
、
ベ
ッ
ド
に
近
づ
く
と
、
志
保
の
口
を
塞
い
だ
。
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ガ
バ
ッ
！

志
保

「
ん
～
っ
！
？
」

「
お
と
な
し
く
し
ろ
！
！
」

志
保
は
、
な
す
術
も
な
く
空
き
巣
に
捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

数
分
後
、
志
保
か
ら
金
の
あ
り
か
を
聞
き
出
し
た
男
は
、
物
色
を
始
め
て
い
た
。

志
保
は
ヒ
モ
で
両
手
両
足
を
グ
ル
グ
ル
巻
き
に
縛
ら
れ
、
口
に
ガ
ム
テ
ー
プ
を

貼
ら
れ
口
を
塞
が
れ
て
、
壁
に
も
た
れ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

志
保

「
う
～
ん
！
う
～
ん
！
！
」

志
保
は
、
ジ
タ
バ
タ
と
も
が
い
て
い
た
。

志
保

「
う
ぅ
～
ん
！
！
」

男
は
、
せ
っ
せ
と
札
束
を
数
え
て
い
る
。
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「
ヘ
ヘ
ヘ
、
や
っ
ぱ
り
工
藤
優
作
の
家
だ
・
・
・
金
が
た
ん
ま
り
あ
り
や
が
る

ぜ
・
・
・
」

そ
の
男
を
、
志
保
は
ふ
る
え
な
が
ら
見
つ
め
て
い
た
。

志
保

「
（
ど
う
し
よ
う
・
・
・
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
私
・
・
・
殺
さ
れ
る
か
も
・
・
・
）
」

覆
面
を
し
て
い
る
た
め
、
男
の
顔
は
見
て
い
な
い
志
保
だ
が
、
彼
女
の
不
安
は

な
く
な
ら
な
か
っ
た
。

「
・
・
・
さ
て
と
、
そ
ろ
そ
ろ
ズ
ラ
か
る
と
す
る
か
な
・
・
・
」

男
は
そ
う
言
う
と
、
志
保
の
方
を
向
い
た
。

志
保

「
！
！
」

男
は
、
ゆ
っ
く
り
と
志
保
に
近
づ
い
て
い
く
。

志
保

「
ん
っ
！
ん
ん
～
っ
！
！
」

志
保
は
、
ジ
タ
バ
タ
と
も
が
い
た
。

「
さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
ね
ぇ
・
・
・
」

男
は
、
ふ
る
え
て
い
る
志
保
を
ジ
ッ
と
見
つ
め
た
。
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「
こ
の
娘
、
け
っ
こ
う
上
玉
だ
よ
な
ぁ
・
・
・
」

そ
う
言
う
と
、
男
は
志
保
の
の
ど
元
に
手
を
か
け
、
持
ち
上
げ
た
。

グ
イ
ッ
。

志
保

「
ん
ん
っ
！
！
」

男
は
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

「
こ
ん
な
上
玉
、
こ
の
家
の
主
の
モ
ン
だ
け
に
し
と
く
の
は
も
っ
た
い
ね
ぇ
な
・

・
・
」

志
保

「
ん
ん
っ
！
」

「
ヘ
ヘ
ヘ
・
・
・
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
が
っ
て
や
る
か
・
・
・
」

男
は
そ
う
言
う
と
、
志
保
の
服
に
手
を
か
け
た
。

志
保

「
ん
っ
、
ん
ん
っ
、
ん
ん
～
！
！
（
な
、
何
す
る
の
よ
ぉ
～
！
！
）
」

志
保
は
ジ
タ
バ
タ
と
も
が
い
た
が
、
男
は
な
お
も
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
。

「
ヘ
ヘ
ヘ
、
い
い
体
し
て
る
ぜ
、
お
嬢
ち
ゃ
ん
・
・
・
」

男
は
、
志
保
の
服
を
脱
が
せ
よ
う
と
す
る
。
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志
保

「
（
く
っ
・
・
・
口
を
塞
が
れ
て
な
か
っ
た
ら
、
か
み
つ
い
て
や
る
の
に
・
・
・

！
！
）
」

志
保
は
、
歯
ぎ
し
り
し
て
い
た
。

「
さ
て
、
こ
の
邪
魔
な
物
を
は
が
す
か
・
・
・
」

男
は
、
志
保
の
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
を
外
そ
う
と
す
る
。

志
保

「
く
っ
・
・
・
（
助
け
て
、
新
一
君
！
！
）
」

志
保
が
目
を
閉
じ
た
そ
の
時
、
扉
が
ガ
チ
ャ
リ
と
開
い
た
。

「
な
、
何
！
？
」

志
保

「
（
え
？
）
」

男
と
志
保
が
振
り
向
く
と
、
そ
こ
に
は
新
一
が
立
っ
て
い
た
。

新
一

「
困
る
な
ぁ
・
・
・
人
の
家
に
勝
手
に
入
っ
ち
ゃ
・
・
・
」

「
だ
、
誰
だ
オ
マ
エ
は
！
！
」

新
一

「
工
藤
新
一
・
・
・
探
偵
さ
・
・
・
」



10

「
な
、
何
！
？
」

志
保

「
（
新
一
君
・
・
・
）
」

新
一
君
は
、
い
つ
も
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。

「
ふ
ざ
け
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
！
！
」

男
は
、
新
一
君
に
飛
び
か
か
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
新
一
君
の
方
が
速

か
っ
た
。

新
一

「
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
」

ド
ド
ド
ド
ド
ド
！
！

「
が
は
っ
・
・
・
」

新
一

「
ハ
ア
ア
ア
ア
ー
ッ
！
！
」

ド
ゴ
ォ
！
！

新
一
君
の
か
か
と
落
と
し
が
決
ま
り
、
男
は
床
に
崩
れ
落
ち
た
。

新
一

「
志
保
！
！
」
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新
一
君
は
私
に
駆
け
寄
り
、
口
の
ガ
ム
テ
ー
プ
を
は
が
し
て
く
れ
た
。

ピ
リ
リ
・
・
・

志
保

「
イ
タ
タ
・
・
・
ケ
ホ
ケ
ホ
・
・
・
」

新
一
君
は
そ
れ
か
ら
、
手
足
の
ヒ
モ
を
ほ
ど
き
に
か
か
る
。

数
秒
後
、
私
は
拘
束
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

新
一

「
志
保
、
大
丈
夫
か
？
」

志
保

「
新
一
君
！
あ
り
が
と
・
・
・
！
！
」

私
は
新
一
君
に
抱
き
つ
い
た
。

新
一

「
ゴ
メ
ン
な
・
・
・
オ
レ
が
早
く
買
っ
て
帰
っ
て
来
な
い
ば
っ
か
り
に
、
オ
マ

エ
を
怖
い
目
に
あ
わ
せ
て
し
ま
っ
て
・
・
・
」

志
保

「
う
う
ん
、
大
丈
夫
・
・
・
ち
ゃ
ん
と
あ
な
た
が
助
け
に
来
て
く
れ
た
も
の
・
・

・
そ
れ
よ
り
、
買
っ
て
来
た
物
っ
て
・
・
・
？
」

新
一

「
こ
れ
・
・
・
」
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新
一
君
は
、
私
に
何
か
の
箱
を
渡
し
た
。

私
は
、
箱
を
開
け
た
。

志
保

「
こ
れ
は
・
・
・
」

中
に
は
、
キ
レ
イ
な
指
輪
が
入
っ
て
い
た
。

新
一

「
こ
れ
、
婚
約
指
輪
だ
よ
。
」

志
保

「
婚
約
指
輪
・
・
・
」

新
一

「
志
保
、
オ
レ
と
結
婚
し
て
く
れ
な
い
か
？
」

私
は
、
目
が
涙
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

志
保

「
は
、
は
い
・
・
・
喜
ん
で
・
・
・
」

私
と
新
一
君
は
抱
き
合
い
、
キ
ス
を
交
わ
し
た
。



13

そ
れ
か
ら
１
ヶ
月
後
、
私
と
新
一
君
は
結
婚
式
を
上
げ
た
。

式
に
は
多
く
の
人
が
詰
め
か
け
、
『
事
件
を
乗
り
越
え
て
結
ば
れ
た
カ
ッ
プ
ル
』

と
し
て
テ
レ
ビ
で
も
話
題
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
私
と
新
一
君
に
２
人
の
子
供
が
で
き
た
・
・
・

７
年
後
・
・
・
イ
ギ
リ
ス
－
ロ
ン
ド
ン

「
ね
え
、
お
母
さ
ん
・
・
・
お
母
さ
ん
は
、
今
幸
せ
？
」

志
保

「
え
え
、
幸
せ
よ
、
哀
子
。
」

哀
子

「
お
父
さ
ん
は
？
」

新
一
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「
も
ち
ろ
ん
、
幸
せ
だ
よ
、
哀
子
・
・
・
」

「
哀
子
ー
！
向
こ
う
で
サ
ッ
カ
ー
し
よ
う
ぜ
ー
！
」

哀
子

「
あ
、
今
行
く
よ
、
一
保
！
」

私
と
新
一
君
と
の
間
に
生
ま
れ
た
双
子
の
兄
妹
・
・
・
工
藤
一
保
と
工
藤
哀
子
。

２
人
は
今
年
、
ロ
ン
ド
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
に
入
学
す
る
事
に
な

っ
て
い
る
。

志
保

「
子
供
っ
て
、
本
当
に
カ
ワ
イ
い
わ
よ
ね
・
・
・
」

新
一

「
あ
あ
、
オ
マ
エ
に
は
負
け
る
け
ど
な
・
・
・
」

志
保

「
ん
も
ぅ
、
新
一
君
っ
た
ら
！
」

一
保
と
哀
子
に
、
こ
れ
か
ら
先
ど
ん
な
困
難
が
待
っ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

で
も
、
こ
の
２
人
な
ら
、
ど
ん
な
困
難
も
乗
り
越
え
て
い
け
る
だ
ろ
う
。

何
て
っ
た
っ
て
、
私
と
新
一
君
の
子
供
な
の
だ
か
ら
・
・
・

一
保
と
哀
子
の
未
来
に
、
幸
あ
れ
。

お
し
ま
い
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（
後
書
き
）

ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
連
載
作
品
の
続
き
を
考
え
て
い
る
時
に
作
っ
た
物

な
の
で
、
背
景
描
写
が
し
っ
か
り
で
き
て
ま
せ
ん
が
・
・
・
精
一
杯
が
ん
ば
っ

た
つ
も
り
で
す
。

最
後
に
出
て
き
た
２
人
の
子
供
、
ま
ず
哀
子
は
、
ひ
っ
く
り
返
す
と
『
コ
哀
』

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
保
は
、
新
一
と
志
保
の
名
前
を
く
っ
つ
け
た
も
の
で

す
。

原
作
で
は
哀
は
幸
せ
に
な
れ
な
い
そ
う
な
の
で
、
せ
め
て
こ
の
世
界
で
は
幸
せ

に
し
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
書
き
ま
し
た
。

感
想
も
送
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
幸
い
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

私の一番大好きな人
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